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佳作

佳作 私の家族
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　人は誰もが大切にしていることや夢があります。私に
とって大切なものは「家族」です。家族は私を育ててく
れる根っこにあたる場所です。そして、両親の温かい愛
情に包まれる場所でもあります。私の家族は両親と私の
３人家族で、毎日の食事を一緒にしたり、会話を楽しん
だりすることで幸せを感じられる大好きな宝物です。
　子供の頃、私の家族は裕福ではありませんでした。で
すから両親は朝早くから夜遅くまでずっと働いていまし
た。そんな両親から最初にもらったプレゼントは学習机
でした。それは両親が苦労して育てたキュウリを売った
お金で買ってくれたものです。 ２番目のプレゼントは古
い自転車でした。私が徒歩で通学するのが大変だと感じ
て買ってくれたものです。どちらも私にとって一生忘れ
ないプレゼントです。そんな両親の優しさに私は「これ
からもっと勉強して将来両親を楽にさせてあげたい」と
心に決めました。私は勉強を頑張り賞状を家に持ち帰る
ことができるなど両親を喜ばせることができました。そ
んな中で私はあることを決意したのです。
　それは高校卒業後に日本へ行くことでした。大学へ行
かず日本に行くと両親に伝えた時、最初は反対されまし

た。私は「絶対にやり遂げるから信じてほしい」と伝
え、説得を重ねた結果、両親は私の願いを許してくれた
のです。会社の面接に合格した知らせを聞いた時、本当
に嬉しくてすぐに両親に伝えました。両親は「頑張った
んだから合格して当然だよ」と言ってくれました。で
も、その言葉とは反対に私が大学への夢を諦めて日本に
行くことへの寂しさも感じられました。
　日本へ出発する １週間前から両親の不安や寂しさが日
に日に私にも伝わってきました。病気になった時に誰も
そばにいないこと、働きすぎて体を壊さないかを心配し
ていました。「何か食べたいものある？作ってあげるよ。
向こうにはないかもしれないから」と母は言ってたくさ
んの食べ物や日用品を持たせてくれました。荷造りの
時、私は何度もこっそり泣きました。出発当日、両親は
私の前では泣くのを我慢してくれましたが、私が出発す
る時には涙をこらえきれず、私を抱きしめ「頑張って
ね」と送り出してくれました。今まで一緒に過ごしてき
た娘が、今、自分達の手から離れて遠くに行くのは、両
親にとっては耐え難い思いだったと思います。
　新しい土地で生活を始める私は不安でいっぱいでした
が、今は両親がそばにいない分、自分の休を大事にして、
どんな困難にも負けずに頑張るしかないと思っていま
す。家族の愛から、生きることの意味や他人への愛が生
まれます。誰もがいずれは自立し、遠くへ羽ばたいて新
しい世界を探しに行きます。それでも、心の中ではいつ
も両親が私の帰りを待っていてくれると信じています。
家族はこれからも私にとってかけがえのない存在であ
り、私の心の支えになっています。
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光の道しるべ

　私は技能実習生として日本に来ました。日本語が上手
くなりたいと、日本語検定にチャレンジしていました
が、二度の失敗を繰り返し、合格することを諦めようと
考えていました。
　そんなある日、会社の上司が日本語検定の試験結果を
握りしめて私のところに近づいてきました。私は合格発
表だとすぐに分かり、一瞬目を閉じて集中しました。そ
の後、「合格です」という上司の報告を受け、感動のあ
まり涙があふれ、胸が熱くなりました。それと同時に、
一人の女性に感謝の気持ちを心の中で唱えました。この
合格は、一人の中国人特定技能生の女性の勇敢な姿を見
て達成できたものなのです。
　彼女はいつも素敵な笑顔で、日本人や私たちインドネ
シア人と積極的にコミュニケーションをとり、常に会話
の中心にいるような明るい人でした。彼女は日本語の勉
強を、仕事が始まる前と仕事が終わってから、毎日欠か
さず行うほど熱心で、失敗を恐れず、何度も何度もチャ
レンジしていました。彼女は私に「失敗は成功の母だ
よ」と言って励ましてくれました。彼女の姿勢を見た
り、言葉を聞いて、私の一度や二度の失敗など何てこと

ないのだと思い知らされました。彼女から勇気をもら
い、今の私があるのだと思います。
　ある日、突然、彼女は結婚し、東京に引っ越すと報告
してきました。悲しい気持ちを無理矢理抑え、「もう彼
女の存在は必要ない。これからは自分自身強くなり、成
功するため努力を続ける」と自分に言い聞かせました。
今は後輩もいます。彼女が私を成長させてくれたよう
に、私も誰かに勇気を与え、尊敬してもらえるような存
在になりたいと思います。
　彼女の存在は、私にとって大きな支えであり、彼女の
笑顔や励ましの言葉が、どれほど私の心を温めてくれた
か計り知れません。彼女がいなくなることは寂しいです
が、彼女から学んだことを胸に、これからも前向きに頑
張っていこうと思います。彼女のように、周りの人々に良
い影響を与えられる存在になりたいと強く感じています。
　彼女は私の人生にとって、光の道しるべです。「その
笑顔は希望の光」「その言葉は勇気の源」彼女の存在が
私を強くし、どんな困難も乗り越えられる力を与えてく
れました。
　彼女が去った今も、その光は私の心に輝き続け、また
私の目指している道を照らしています。彼女から学んだ
勇気と努力を胸に、私は前へ進み続けていきます。彼女
のように周りの人々に光を与え、共に成長し、支え合う
存在でありたいです。
　いつの日か、成長した姿で東京の彼女に再会できるよ
うなことがあれば、それ以上の喜びはないのかもしれま
せん。「人と人が光で繋がる道を作る」そんな光景を想
像しながら私は今も一歩、明日も一歩と歩みを進めてい
きます。




